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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　光送信回路２２は、入力バッファ回路４１およびＬＤＤ（Laser Diode Driver：レーザ
ダイオード駆動回路）４２を有して構成され、信号処理回路２１から供給される差動電圧
信号を電流信号に変換して、その変換した信号を光通信用光源２３に供給する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　このように、ＬＤＤ４２は、上述したような多くの電流が発生することを回避し、平均
消費電流Ｉｂ分の電流だけを消費することができるように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　光送信回路２１３は、Ｎ個の送信機２２１－１乃至２２１－Ｎを備えており、送信機２
２１－１乃至２２１－Ｎに光通信用光源２２２－１乃至２２２－Ｎがそれぞれ接続されて
いる。送信機２２１－１乃至２２１－Ｎは、入力バッファ回路４１およびＬＤＤ４２をそ
れぞれ備えており、信号処理部２１２から供給される差動電圧信号に従って、光通信用光
源２２２－１乃至２２２－Ｎに電流信号を並列的に供給する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　このように構成される光送信装置２１１において、低消費電力で、並列的に光送信する
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ことができる。なお、図１９の光送信回路２１３は、送信機２２１－１乃至２２１－Ｎお
よび光通信用光源２２２－１乃至２２２－Ｎを備えて構成されているが、例えば、光送信
回路２１３としては、送信機２２１－１乃至２２１－Ｎだけを備える構成とし、光送信回
路２１３に対して光通信用光源２２２－１乃至２２２－Ｎが接続されるようにしてもよい
。また、光送信回路２１３が、信号処理部２１２および送信機２２１－１乃至２２１－Ｎ
を備える構成としてもよい。また、光送信回路２１３が、信号処理部２１２、送信機２２
１－１乃至２２１－Ｎ、および光通信用光源２２２－１乃至２２２－Ｎを備える構成とし
てもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　信号強度測定部３３１は、受光素子３１４からトランスインピーダンスアンプ３３２に
供給されるシングルエンドの電流信号の強度を測定する。
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